
 

「沢内村とネパールを比較し予防医療について考えること」 

「ネパールと日本の看護、医療の違いを学ぶこと」を目的にネパールへと飛び立ちました。 

【海外研修のスケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



病院見学では様々な発見がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研修中の食事のご紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

ネパールでは、ヨーグルトがよく食べられていました。 

多い日は、朝ごはんで 1杯、お昼に 1杯、おやつに 1杯、夜ご飯にラッシーというふうにたくさん

のヨーグルトを食べていました。日本で、便秘だった 2人もヨーグルト効果ですっきりしました。 

 

次にネパールで食べた珍味を紹介します。これは、プリ

ンを頼んで出てきました。日本のように塊ではなくト

ロトロでとても甘かったです。次に驚いたのはパンケ

ーキです。パンケーキを頼んだはずなのにクレープの

ようなものが出てきました。生地は薄く、味はバナナだ

けで全然甘くありませんでした。 

 



寺子屋での活動では、日本で調査

をした沢内村についてのプレゼン

を行い、１・２次予防の重要性を伝

えました。そのあと、健康チェック

として血圧と脈拍測定を行い必要

であれば健康相談も行いました。

１・２次予防である、血圧や脈拍測

定は年に２回寺子屋でも行われて

おり、予防医療の重要性についても

認知されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この研修で、日本とネパールの医

療の違いを知るだけでなくネパー

ルの歴史、経済、生活など多くの

ことを知ることができました。 

たくさんの人との出会い、日本で

は経験することができない多文化

に触れ、まだまだ分からないカー

スト制度の問題を聞き、ヒンドゥ

ー教や仏教・カトリックに触れる

こともできました。 

とても充実した１０日になりまし

た。この貴重な経験を自分たちの財産にし、これからの看護につなげていきます。 

 

 

 


